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１．はじめに
２０１６年４月に「薬剤耐性（AMR）対策アクションプ
ラン２０１６－２０２０」が取りまとめられ 9)、動物分野では、
２０２０年に向けて、大腸菌に対するテトラサイクリンの
耐性率を３３％以下に低下させることの他、いくつかの
成果指標が設定された。現在、これらの目標に向けた
取り組みが進められているが、国内の豚由来細菌にお
ける耐性率の推移とともに、諸外国の薬剤耐性対策に
ついて、豚の輸出国であるデンマークとオランダにお
ける取り組みを中心に紹介する。

２．薬剤耐性（AMR）対策アクションプランにお
ける取り組み目標と国際機関の動向

１　薬剤耐性（AMR）対策アクションプラン
２０１５年５月に世界保健機関（WHO）の総会でGlobal 
action plan on antimicrobial resistance（薬剤耐性に関
するグローバルアクションプラン）が採択された 14)。
WHOのアクションプランは、薬剤耐性対策のための
各国における行動計画の枠組みを示したもので、これ
に基づいて、日本においても、２０１６年４月に冒頭の
「薬剤耐性（AMR）対策アクションプラン」が取りま
とめられた。
日本のアクションプランには、１）普及啓発・教育、

２）動向調査・監視、３）感染予防・管理、４）抗菌
剤の適正使用、５）研究開発・創薬、６）国際協力と
いう６つの分野の目標と戦略が示されている。また、
「ヒト」及び「動物」の各々の分野における成果指標が
設定されており、動物に関しては、１）大腸菌のテト
ラサイクリン耐性率を、２０１４年当時の４５％から、２０２０
年に３３％以下に低下させる。２）大腸菌の第３世代セ
ファロスポリン及び３）大腸菌のフルオロキノロン耐
性率を、いずれも２０２０年におけるG７ 各国の数値と同

水準の低値に維持するという３つの指標が設定されて
いる。さらに、戦略毎の評価指標も設定されており、
例えば、「戦略 ２．３ の畜水産、獣医療等における動向調
査・監視の強化」では、「動向調査・監視の報告」及び
「収集した菌株数」が評価指標とされており、関係閣僚
会議の枠組みの下で、毎年、評価が行われることとなっ
ている。初年度の取り組みは、「薬剤耐性ワンヘルス
動向調査年次報告書２０１７」として２０１７年１０月に取りま
とめられた。

２　国際機関の動向
薬剤耐性菌に関する国際機関の取り組みとしては、
ヒトの健康の観点からWHOが、動物衛生の観点から
国際獣疫事務局（OIE）が、食品の国際規格等の観点
からコーデックス委員会（Codex）が、各々の特徴を
出した薬剤耐性関連ガイドラインの策定・見直し等を
行っている。OIEは、現在、抗菌剤使用量の調査方法
の統一化の他に、「獣医療上問題となる細菌性疾病」の
モニタリング方法の記載充実を図っている 11)。また、
Codexは、フードチェーン全体を視野に入れた慎重使
用のガイドラインの見直しや耐性菌モニタリングガイ
ドラインの原案を作成しており、いずれも、活発な動
きをみせている 4)。

３．欧州における薬剤耐性対策の紹介
１　デンマークの取組（DANMAP）
デンマークは、九州とほぼ同じ面積の国で、２０１５年
の豚の飼育頭数は、約３，０００万頭である。このうち、輸
出用の豚（１５－５０ kgの生体子豚）は１，２３１万頭で、
２００４年の１７１万頭に比べると約７倍、２０１４年と比較し
ても１７％増加している 13)。
デンマークには、DANMAP (The Danish Inte-

grated Antimicrobial Resistance Monitoring and Re-
search Programme)という抗菌剤の使用量と耐性動向
をモニタリングする制度がある。図１は、DANMAP
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（２０１５年）におけるヒト及び動物用抗菌剤の使用量の推
移を示したものである１３）。デンマークでは、２０１０年に
‘Yellow Card Initiative’ 1)という制度が導入された。
これは、農場毎の抗菌剤の使用量が豚の育成ステージ
毎に設定された閾値を超えた農家に対して、イエロー
カードと言われる指導書を出し、規制値以下に下がる
まで「第三者の獣医師のアドバイス」と「規制当局の
無通告の査察」を受けるというものである（図２）。こ
の際の査察及び獣医師のアドバイス料は農家が負担す
ることとされている。この制度の導入により、２０１１年
には、動物用抗菌剤の使用量が低下した。さらに、

２０１３年には、動物薬の区分毎に異なる消費税が導入さ
れ、ヒトの医療上重要な抗菌剤は１０．８％、一般的な抗
菌剤は５．５％とする一方、ペニシリン等単純で狭域な抗
菌剤は０．８％、ワクチンは無課税とされた。また、
DANMAP；２０１４12)には、過去１０年間の豚におけるワ
クチン接種量の推移がワクチンの区分毎に示されてお
り、いずれの区分も増加していることが窺える。この
うち、最も顕著に増加しているのは、サーコウイルス
２型（PCV２）を含む全身性ウイルスワクチンで、２００４
年の１４０万ドーズから２０１４年には１，６２０万（内、PCV２が
１，４６０万）ドーズにまで増加している。また、呼吸器病
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ワクチンも１，３７０万ドーズから２，１３０万ドーズに増加し
ており、その中でもマイコプラズマ用ワクチンが１，５００
万ドーズと多く、４０％の増加となっている。抗菌剤治
療の対象となる大腸菌やClostridium perfringensワクチ
ンの接種量は、この間、増加していないものの、全体
として、ワクチン接種の増加も抗菌剤の使用量減少に
寄与していると考察されている。
DANMAPには、食中毒菌としてサルモネラ及び

キャンピロバクター、指標菌として大腸菌及び腸球菌
の耐性率のモニタリング成績が示されており、「豚と
豚肉」、「国産肉と輸入肉」といった由来間の耐性率の
比較も行われている。２０１４年の大腸菌の耐性率の比較
においては、デンマーク産豚肉と輸入豚肉は概ね同等
であったものの、デンマークの鶏と鶏肉は、輸入鶏肉
と比べて、フルオロキノロンを含めた耐性率がかなり
低いことが示されており、デンマーク産肉のアピール
にもなっている（図３）。

２　オランダにおける動物用抗菌剤の使用量の推移
オランダは、デンマークと同様に輸出用の生体子豚

の多い国であるが、ヨーロッパ医薬品局（European 
Medicines Agency; EMA）の Graveらが実施した
２００７年のヨーロッパ１０ヵ国の動物用抗菌剤の使用量
比較において、抗菌剤の使用量が最も多いとされた 3)。
オランダの薬剤耐性モニタリングシステムである
MARAN（Monitoring of Antimicrobial Resistance 
and Antibiotic Usage in Animals in the Netherlands; 

2015） 10)には、１９９９年から２０１４年までの動物用抗菌剤
の販売量の推移が示されているが、抗菌剤の使用量は、
調査のあった２００７年をピークとして急激に減少してお
り、２０１４年の使用量は、２００７年の半分以下の２００トン
となっている（図４）。特に減少量が多いのはテトラサ
イクリン系抗生物質で、２００７年の３２１トンから、２０１４
年には６９トンと、１/ ５近くまで減少させている。また、
サルファ剤とトリメトプリムの合剤やマクロライド系
の使用量も半減している。なお、豚の飼育頭数は、
２００７年の１，３６７万頭から２０１４年には１，２０７万頭と、若干
の減少がみられるものの、母豚と２０ kg以下の子豚の
数はむしろ増加しており、全体として、抗菌剤を使用
しない飼育方法に切り替えられていることが窺える。

４．JVARMの成績
日本では、動物由来薬剤耐性モニタリング（Japa-

nese Veterinary Antimicrobial Resistance Monitor-
ing; JVARM）を１９９９年から実施しており、１）動物
用抗菌剤の販売高、２）健康動物及び３）病気動物由
来細菌の薬剤感受性状況を毎年取りまとめている 7, 15)。
動物用抗菌剤の中で最も販売量が多い薬剤はテトラサ
イクリン系で、動物種別に見ると豚における使用が最
も多い。図５に、JVARMの成績の中から、豚由来大
腸菌、カンピロバクター・コリ及びサルモネラ属菌の
耐性率の推移を示した。今後、豚におけるテトラサイ
クリン系の使用量を減らすことができれば、テトラサ
イクリン耐性率が低下する可能性は大きいと考えられ
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る。

５．コリスチンのリスク管理措置
硫酸コリスチンは、古くから使用されているポリペ

プチド系抗生物質で、国内では、動物用医薬品及び飼
料添加物として、それぞれ承認・指定されている。コ
リスチンの２０１５年における推定販売量（純末換算）は、
豚（４ヵ月齢以下）の細菌性下痢症の治療薬として１４．５
トン（力価）、飼料添加物として２７．８トン（力価）（内
７割が豚用）が販売されている。
コリスチンは、ヒト医療においては、腎機能障害等

の副作用や他の抗菌剤の開発等により、２００６年に注射
剤の承認が取り消されたが、カルバペネム系を含む多
剤耐性菌の報告等を背景に２０１５年に再承認された経緯
がある 6)。また、食品安全委員会（食安委）による「食
品を介してヒトの健康に影響を及ぼす細菌に対する抗
菌性物質の重要度のランク付け」においても、２０１４年
に、「Ⅲ：重要」から「Ⅰ：きわめて高度に重要」にラ
ンクが変更されている。
２０１７年１月に食安委による「家畜に使用する硫酸コ
リスチンに係る薬剤耐性菌に関する食品健康影響評
価」が出され、コリスチンのリスクの程度は「中等度」

4  
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とされた 6)。この評価を受けて、農林水産省では２０１７年
９月に、「コリスチン製剤（動物用医薬品）のリスク管
理措置」に関する通知 5)を出し、食安委のリスク評価
が「中程度」とされた製剤に対する従来の対応を踏襲
してコリスチンを第二次選択薬とした。また、有効菌
種から緑膿菌を削除するとともに、薬剤耐性動向調査
の強化を行うこととした。また、飼料添加物について
は「抗菌性飼料添加物のリスク管理措置策定指針 8)」に
従い、今後、経過期間を考慮しつつ、コリスチンの指
定を取り消す予定である。

６．おわりに
EMAは、２０１４年に、欧州委員会（European Com-

mission; EC）からの求めに応じて「動物に使用された
抗菌剤による公衆衛生及び動物健康に与える影響」に
関する科学的助言を行っている 2)。このなかで、欧州で
これまでに実施された抗菌剤のリスク管理措置に関す
る評価が行われており、全体的には、ヒトの医療上極
めて重要とされている抗菌剤の使用を減らすことによ
り、これらの薬剤に対する耐性率が低下することは明
らかとされている。一方、抗菌剤の使用制限の際に、
下痢症等の疾病の増加も報告されていることから、飼
養管理状況の注意深い観察や対応が必要とされている。
平成２９年度の農林水産省関係予算においては、ワク

チンや抗菌剤の代替薬の開発・実用化の促進、薬剤耐
性対策に対応した飼養管理技術確立支援事業も組まれ
ており、今後の成果が期待されるところである。
抗菌剤は、言うまでもなく、細菌性感染症に非常に

有効な、重要な動物用医薬品であり、その有効性を保
つことは、獣医療上も必要なことである。今後も、こ
れまで以上に「大事に使う」ことが要求されていると
思う。
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